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（ア）ドップラー効果の公式な，たfo より

V'=En
（イ
吸収する光子の振動数は何でもいいわけではなく、
とびとびのエネルギー準位の差のエネルギーを持つ光子で
ある必要がある。
今回はその光子の振動数がV。であると与えられている。

V'=Voであればよいので
Vo=一_C_とひ-
っ｡ V=en

（ウ））子の運動量が水軸負の向きなの
で、
受ける力積は水軸負ーーーーい（ウ）で、原子は遅くなーーーーいは）

（オ
V=mlco の光子をあてる必要があり、段々とひが
小さくなっていくことから、あてる光子の振動数Vは
しだいに増加させーーーーけなければならない。



I？続 き
1個の光子につきと一にの運動量が減少することから、
運動量Mひの原子が静止するのに必要な個数は、

器 ⇒ と 個
=どのの器
= 12×103
÷ 1 × 1 0，に、（か

（キ
光子1個あたり h V。［J］ のエネルギーを持っているので

h t o xだい
= Mひ C
= 8×10-26.3.3×102・3×108
= 79.2×10-16
= 8×10"5551- _ - い （ キ ）



5 ぶーっ
続き

はじめの振動数Vはドップラー効果を加味してV。に
なっているので

Vo=レで一V ⇒ V = o l e o
最後の振動数V'は、原子が静止しているので
ドップラー効果なしで V。となっているので

V'=V。

差をとって
ジーン = V o - i t V o

=（1-し）
=（1-花）
⇐ ｛1-（1-
= どVo

= ""・と1×1015
= 1.1×109

÷ 1×109EHH.fm#（7）


